

















 In this paper, the author reports on three kinds of rescue systems that use the satellite communication, the cellular 
phone, and the low-power transmitter developed to save the life from man-overboard accidents. Over 250 people are 
dead to the man-overboard accidents and sea disasters every year. To decrease the number of dead, the rescue system 
that uses information technology is very useful. Therefore, the author proposes the rescue systems that use the two-way 
communication equipment and GPS. The experiments have been carried out in the sea, each system was able to 
transmit the rescue signal that contained the position information. 
 
Keywords: Rescue, Marine, Man-Overboard, GPS, Communication 
 
1. はじめに 
平成 13 年 3 月 6 日に閣議報告され，平成 13 年
度からの 5ヵ年計画で実施された第 7次交通安全
基本計画では，“年間の海難及び海中転落による
死亡・行方不明者数を平成 17 年までに 200 人以
下とすることを目指す”とした目標が掲げられた．
しかしながら，平成 17 年の海難及び海中転落に
よる死亡・行方不明者数は 252 人であり（図 1），
目標を達することはできなかった． 
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図 1 死亡・行方不明者数の推移 
 
2. 海中転落事故の現状 
平成 11 年 2 月 1 日，モールス信号による救助
信号である SOS は廃止され，GMDSS（Global 
Maritime Distress and Safety System）が完全実施さ
れた．しかしながら，GMDSS の搭載義務は，国
内では基本的に総トン数 20 トン以上の船舶とな





















































































































































































































 海上保安庁発行の海上保安統計年報第 55 巻に









仕様を表 2 に示す． 
 






















 携帯端末には DLP に対応したセイコーエプ
ソン株式会社の HGU7000（図 7 左）を選定し




























対して，5 分間に 1 度までと制限されている．そ
のため，ホストコンピュータでは，正時を基準に




























































被験者は 12:18 に海中転落し，12:20 のポーリン
グでホストコンピュータは事故の発生を確認し
ている．そして，12:31 に被験者を救助するまで














した後，11:40 までの 1 時間に約 300m 漂流した．
実験の結果を図 11 に示す．携帯端末の位置は，































力無線機の仕様を表 3 に示す． 
 
















































図 13 システムの構成図 
 
5.3 救助支援システムの概要 















































































































図 17 位置追跡実験の結果 
6. 考察 













































































































表 4 救助支援システムの特徴 













重量 670g 115g 67g 
ランニングコスト 要 要 不要 
端末価格 8 万円 3 万円 1 万円 
 
7. おわりに 
 通信手段を異にする救助支援システムを提案
し，実用性の評価を行った．実験により，技術面
からの実用性の可否は評価することができたも
のの，システムの普及や利用の促進が大きな課題
であると言える．一般的に，利用の頻度が極めて
低いシステムを普及させることは難しい．そのた
め，救助支援システムは利用頻度の高い他のシス
テムの機能の一部として取り込むことが望まし
いと言える．例えば，船舶に設置された機器をコ
ントロールするためのリモコンに携帯端末の機
能を埋め込む方法などが考えられる．また，救助
支援システムは，センサネットワークシステムの
アプリケーションの一つとして位置付けできる
ことから，海中転落だけではなく，船舶の浸水や
異常傾斜，および，気象，海況などをセンシング
する総合システムとして普及させることが望ま
しいと考えている． 
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